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平成
「遠くの家族より近くの在宅介護支援センター」を目指して!!

こんにちは、四日市市にある『諧朋苑下野在宅介護支援センター』の松原です。
在宅介護支援センターは、市内26か所にあり、市からの委託をうけ、地域の方々の困りごとに
対応をしています。当センターは、下野地区を担当しています。
地域住民の相談で一番多いことは外出です。自宅で過ごすことはできるけど、病院に行く、
買い物に行く等の外出に困る方が多い状況です。

平成29年4月より介護予防・日常生活支援総合事業がスタートしました。
下野地区では、その事業を『NPO法人下野・活き域ネット』で取り組んでいます。『下野・活き域ネット』では、通所型・
訪問型の2つの住民主体サービス（サービスB）を運営されています。地域の困りごとが在宅介護支援センターに
届けられると、『下野・活き域ネット』に相談をして、改善をしています。これまでには、電球交換やゴミ出し、草むしり、
庭木の剪定、買い物・病院等の外出支援等に柔軟に対応していただき、地域の皆様に喜んでいただいています。

また、地域の方々の交流の場として、「下野活き域！集まろまいか」を開いています。地域の方が気軽に集まり、楽しく
語らい、共にひと時を過ごす場です。地域の方々の交流の場に、在宅介護支援センターも協働しています。
どこの地域にも、このような住民同士の助け合いがあったらいいなと常々思ってます。
下野地区の困りごと、“ちょっと聞いて”の窓口となり、支える住民の皆様と共に改善し、住みやすい・暮らしやすい
下野地区にしていきたいと思います。

NPO法人下野・活き域ネット
四日市市あさけが丘２-1-３8
（下野活き域ステーション内）
電話・FAX：059-324-9341

秋も深まり、めっきり日脚も短くなってまいりました。皆さまいかがお過ごしでしょうか。
もも便りも第4号を発行することができました。今回はもも四日市が担当しています。

冬はもうすぐそこに来ていますね。寒さやインフルエンザに負けず、冬を乗り切りましょう。

第4回は、四日市北部の下野地区にある『もも四日市』の紹介をいたします。
もも四日市は、居宅介護支援、通所介護、短期入所生活介護（基準該当サービス）、訪問看護ステーションの
サービスを提供しています。当事業所は、平成17年に北永台で開所し、朝明町に移転して11年目になりました。

地域の皆様に必要とされるケアを提供し、地域に根付いた事業所になれるよう心がけています。

もも四日市 事業所スタッフ

も も 四 日 市 短期入所生活介護
（ショートステイ）

自宅での療養
あきらめないで！！

もも四日市の短期入所生活介護（ショートステイ）は、単独型ユニット型（９床）で
四日市市在住の要支援１～要介護５の方を対象にサービスを提供しています。

もも四日市
ショートステイの特徴

在宅生活の継続
“つなぐ”支援

①在宅介護・療養介護でのゆとりを持った介護
②退院から在宅生活復帰まで
③在宅生活から施設（特養など）入所まで
④最期の安らかな旅立ち（ターミナルケア）

をサポートいたします。

実例：Ａ様
“最後まで家にいたい”
ご本人の希望は、ご家族の希望…
でも、介護疲れが目立ちます。
そこで、ショートステイの利用を勧めたところ、
ご家族の気持ちもリフレッシュ！
余裕が生まれ、最期はご自宅で、
ご家族に見守られながら旅立たれました。

「日々の介護に疑問や不安が…」「家族も少しリフレッシュしたい」
そんな時、もも四日市のショートステイがお役に立てるかもしれません。
もも四日市では３６５日、見学が可能です。お気軽にお問い合せ・お立ち寄り下さい。

今回のゲストは、もも四日市のある下野地区在宅介護サービスセンターの松原さんです。
地区全体で地域の方まるごと、住み慣れた場所で安心して過ごせるような街づくりを目指していらっしゃいます。

利用者9名
アットホームな
雰囲気で
のんびり、
ゆったり

看護・リハビリ・
介護・管理栄養士
専門的な支援で
医療処置対応

地域の食材を
使い、手作り
の温かい食事

ショート＋デイ＋
訪問看護＋
ケアマネが

スクラムを組んで
協力＋連携

1泊2日から
4週間以上の
ロングステイも

可能

1泊

ワンユニット
各個室で
プライバシーも

確保

ケアを頑張りすぎないで！レスパイトケア ~介護者に休息を~
“ショートステイサービス” を是非ご利用ください

“もも便り” 第４号の作成を終えて

ももの季刊誌も早いもので第４号を発行できました。
四日市事業所があるこの下野地区は、西の方向に鈴鹿山脈がきれいに見える
地にあります。特に冬の雪をかぶった景色は感動です。最近の秋は、地球
温暖化現象の影響か、短い期間で冬に突入しているように思われます。
寒暖の差による体調不良に気を付けて、元気に毎日を過ごされますよう、
お祈りいたします。
最後になりましたが、お忙しい中、原稿依頼を快く承諾していただいた、
諧朋苑下野在宅介護支援センターの松原様には心より感謝申し上げます。

四日市梨について

四日市梨は、下野地区在住の下田亨三さんが、大正の初め、岐阜県大垣の梨栽培者から、この地が梨栽培の
適地としてすすめられたことをきっかけに開墾がなされ、今の四日市梨の誕生の原動力となりました。
現在、四日市梨は下野地区に果樹園が多数あり、ひと口ほおばった瞬間に
あふれる爽やかな果汁を求めて、県内・県外からも沢山買い求められています。
梨は冷やすと甘みが強くなりますが、冷やしすぎては舌が麻痺し、甘みを感じなくなる
ため、食べる前に１時間位冷やすと、より美味しさが増すようです。
近くにお越しの際は、果樹園で、秋の気配と味覚をぜひ堪能してみてください。

出典：ふるさと下野 遺跡・史跡探訪、久留倍官衙遺跡と朝明郡
出典/写真：やませ果樹園

もも便り発行委員 平野（宏）

の四日市梨の誕生の原動力となりました。

平野（宏）

四日市市は、地域包括支援センター3箇所と在宅介護支援センター26か所が高齢者の相談に応じています
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「自分らしく」
デイでの時間を楽しむ

શোຉ ୫事会ਵ

職員が心掛けていることは、１０名の利用者様一人ひとりに寄り添っての会話

もも いなべの䝕イサービスは、“䝕イが楽しみ”とゝって᮶られる方や、近㞄との交流が
なく自宅で㛢じこもりがちな方、生活のおୡヰのいる方など、様々な要介護⪅様が利用さ
れています。⚾たち⫋員は、利用⪅様が“自ศらしく”䝕イで過ごしていただけるように、
“䝁ミュニケーションຊ”を援助の中でも㔜要に取り組んでいます。
༗前中のಶู活ື時に、一人ひとりの利用⪅様に寄りῧって、ケアにつながる体ㄪや
家での過ごし方等をᑜ䛽ます。すると、利用⪅様は、ഐにいる⫋員にご自㌟のとっておき
のヰをして下さるときもあります。寄りῧってヰをすることで、利用⪅様の心の安定や⥭ᙇ
感、楽しんでいる、ᡴちゎけていない等の心㌟のኚを感じ取ることもできるようになりま
した。特に入ᾎはಶู入ᾎのため、࿘りの利用⪅様の目を気にすることなく、スタッフと
1対1で、リ䝷ッ䜽スしてご自㌟の思いを表出していだけるษな時間になっています。

峮っ峛り岽岽は岲岲峹。
みんなと話ができるし、
൚って日過ごせるで。

崯イを利用して
௫し峩がੜ岲まし峉！

後とも「䝕イに᮶て楽しかった！」「ඖ気になった」と思って過ごして㡬けるように利用⪅様との㛵䜟りを
ษにしていきます。また、家族様とも、㐃⤡ᖒでのやりとりや㏦㏄時での䝁ミュニケーションをษにし、
少しのኚにも気付き対応できるように支援してཧります。

ももいなべの地域ᐦ╔型通所介護は定員10名のこじんまりした事業所です。在宅で自立した日常生活が⥆けられるよう、
生活ᶵ能の⥔持またはྥ上を目ᣦし、日常生活のୡヰやᶵ能カ⦎行なっています。

䝕イサービスでは、一人ひとりの利用⪅様が、自ศの思い思いに楽しく過ごしていただけるよう支援をしています。

利用者の௫し峩
ੇではქ峋ゃんの਼話な峓で࿗り
なんか峮らないから࿗るのが
௫しい。かいの方がき。

も も ᯓ ӕ ሥྸٟ

もも೭のᇴඬでは、6যのスタッ崽で1日৺100食を作り、
四日市と೭の利用者峕、1日1500 kcal で栄養バランスをઅ岲た食事をしています。

利用者峕岣岴いしい岤とઓってもら岲、ઃの食事を௫しみ峕していた峊ける、峇んな食事のを日ر心がけています。

䝯ニューにはᏘ⠇ごとの᪪の食ᮦを多く取り入れ、行事ごとの特ู䝯ニューの䜋か、利用⪅様もཧຍ出᮶る
おやつసりや目の前でసりたてを提供するおዲみ↝きなど、食のイ䝧ントを定期ⓗに行っています。

手作りのおもてなし

8月 し峇岰峫峽৫ಈ

スタッフがᒣ䜈出かけ➉を
ษり、流しそうめんの㐨ලస

りからጞめました。
ᬑẁお部ᒇで食事されて
いる利用⪅様もフ䝻アに
出て、㈰やかな食事を
楽しまれていました。

9月 家族会（ᇽがりの会）৫ಈ

流しそうめんの➉をჾにし、ご家族さまにお食事を提供しま
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ুりⅸ୍

ᇽがりの会 ୫

文責: ਧౖ

【崓嵕嵒ーアッ崿岴峮つレシ崼】

・䜶ンシュア 400 mL
・䝥リンの⣲ 15 g

ᮦᩱ （100 mLの䜹ッ䝥4ಶศ）

①䜶ンシュアを⨁のまま。るす↦
②䝥リンの⣲に①の䜶ンシュアを入れよくかきΰぜる。
③䝥リン型に流しいれ冷やしᅛめる。

崐ンシ嵍アは医పが処方する栄養ଓஃදです
と峷みをહけて食として利用していますが
あまりまれ峄、プリン峕ア嵔ン崠したと岽峷
スムー崢峕食峣ていた峊けるよう峕なりました。

崐ンシ嵍アઞ用の崿嵒ン 1 165 kcal
ৢଞの崿嵒ン 1 82 kcal 栄養がၭれなくて

岴りの方、
ชశ岴しく峊さい

ア

も も ி Ճ Șȫȑーー気持ちに寄り添う援助を目指して
～障がい福祉サービスの支援から～

がいૣකサービスとはء
㞀がい⪅総合支援法に基䛵き支⤥されるサービスです。㌟体㞀がい・▱ⓗ㞀がい・発㐩㞀がい・⢭⚄㞀がい・㞴病など
により、日常生活にไ㝈が生じ、介護やᑵປ支援を必要とする方々が主な支援対象となっています。
ナーシングホームももの䝦ル䝟ーは、▱ⓗ㞀がい・㔜ᗘ㞀がいの方の入ᾎ介助や生活援助を主に行なっています。

Aさ峽とのল会いعোຉ介ஃ
20௦のዪᛶ A さんは、3ṓのときインフル䜶ン䝄⬻により⬻の⣽⬊の一部がയつき、▱ⓗ
㞀がいになりました。A さんが10௦の༙䜀㡭、「自ศの䝨ースでゆっくりと、楽しくお㢼࿅に入
りたがっている」と、おẕ様からሗをもらい、ももの䝦ル䝟ーサービスが開ጞされました。

A さんは人見▱りがあり、最ึはព思表♧も、人と目を合䜟せることも㞴しく、支援に入る䝦ル
䝟ーも㝈定せ䛦るをえませんでした。⚾たちは、ゝⴥかけに気を配り、ᾎᵴ内での䜸䝰䝏䝱㐟䜃
や、A さんのዲきなCDを流すなど、Aさんがリ䝷ッ䜽スできる⎔ቃ䛵くりをすることで、少し䛵つ
䝦ル䝟ーに㥆ᰁんでもらえるようになりました。A さんが発するサインやዲみなどがศかってく
ると、少し䛵つ䝁ミニュケーションも増え、ᡴちゎけてもらえるようになりました。

ਦঢ়બのଡണ

支岲・支岲峳島峵ঢ়બに・・・
しかし、利用開ጞ5年目、䝦ル䝟ーが交௦しなけれ䜀ならなくなり、᪂しく3名の䝦ル䝟ーが支援
をすることになりました。A さんとおẕ様にとっては、とても不安な時期だったと思います。
しかし Aさんは、᪂しい䝦ル䝟ーにあだ名をつけたり、䜃方を⪃えたりと、自ศなりにそれ䛮
れの䝦ル䝟ーのᛶ᱁や対応の方に応じられるまでに成㛗されていて、ᡞᝨっていた䝦ル䝟
ーの䜋うが、A さんの㡹ᙇりにᩆ䜟れました。

訪問 8年という月日の間に、A さんは人にᡴちゎけて、ព思表♧が出᮶るまでになりました。さらに、ここ3年⛬の成㛗はⴭ
しく、訪問すると⋞㛵まで聞こえるきなኌで「きた～！」と、テンち䜓ん（≟）と一⥴に出㏄えてくれ、䜟がままもἑᒣゝって
くれます。䝦ル䝟ーの訪問について、本人やおẕ様は「⚾㐩の気持ちの安定や㈇担の軽ῶに⧅がっています」とゝって下
さっています。後も、ご本人やご家族に寄りῧえる支援を目ᣦしていきたいと思います。

ਛশにఞり岲峵௫しさ

㐟䜃㐟䜃㐟䜃

文責: 嵀嵓崹ー

①⬻ᛶ麻痺のため、ᡭや㊊に麻痺がある利用⪅様。
学ᰯ༞業を前に、学ᰯでẖ日行ってもらっていたリ䝝ビ
リの㢖ᗘがᖜに少なくなるため、訪問リ䝝ビリでその
㢖ᗘを⿵いながら、さらに出᮶ることを増やすことを
目ⓗに、サービスを開ጞしました。

స業療法開ጞ当ึは、ᡭも㊊もある⛬ᗘは
ືきますが、ྑᡭは䜋とんどືか䛪、
ᕥᡭだけでおもち䜓を᧯సして㐟んでいる
状ែでした。麻痺によりጼ勢のಖ持が困㞴で、㌟体も
ኚᙧしやすいため、ጼ勢ಖ持能ຊのྥ上・ഃᙃ(そく䜟ん）

ኚᙧ予防を中心に、もも桑名の⌮学療法士がリ䝝ビリを
行っていました。

③そこで、ᡭをうカ⦎をしてみてはどうかと提が
あがり、స業療法によるリ䝝ビリ開ጞとなりました。

ྑᡭしか届かない位⨨にዲきなおもち䜓を⨨き、
ྑᡭをいたくなる状況をసりました。さらに学ᰯとも
㐃ᦠして同様に㛵䜟ってもらい、ྑᡭをう㢖ᗘを
上䛢ました。
1年後、䜄く䜄くືく⛬ᗘだった
ᣦが、おもち䜓䜈ᡭをఙ䜀して
ᥗんだり、自ศのᡭඖにᘬっᙇり
寄せたり、ᡭを上䛢たりする事が
出᮶るようになりました！

文責: ൰野

も も ఙ Ӹ ᚧբჃ護

もも桑名では、訪問看護ᖌ・⌮学療法士・స業療法士・ゝ語⫈覚士が、
療養生活を㏦られる方のおᡭఏいをさせていただいています。

あủᾎờẲẦẲềᾎ ể࣬いなầら
ૅੲẴỦἍἻἦἋἚ

④その後も、⌮学療法士とస業療法士が協ຊしてリ䝝ビリを
⥅⥆しています。
もう∦方のᡭも「う事」によって、体のᕥྑᕪが少なくなり、
⤖果、ᗙるጼ勢をಖつຊのྥ上にも⧅がっています。そして
そのຊをྥ上する事が、୧ᡭをより自⏤にえる事に⧅が
るため、日常生活を過ごしやすい⎔ቃにಖたれています。

“লਟ峵事”をੜ峮すりੌ峩

、ᡭも㊊もある⛬ᗘは

もしかすると、ం手で間峕়っているから、
క手は使っていなのかもء

にᘬっᙇり
が

②リ䝝ビリ中、⌮学療法士は気が付きました。
『ྑᡭはくえていないのに、ᣊ⦰（こうし䜕く）や
ኚᙧがく↓いのはなぜだろう䠛麻痺だけが
原ᅉであれ䜀、ᣊ⦰やኚᙧがもっと㐍行して
いるは䛪なのに…。』

担当の⌮学療法士は⤒㦂が㇏ᐩで、これまでにも多くの
ᑠඣ麻痺の方をみてきましたが、ここまでᡭにᣊ⦰や
ኚᙧがないにも㛵䜟ら䛪、ືかないᡭを見たことがあり
ませんでした。

『
ኚᙧがく↓いのはなぜだろう䠛麻痺だけが
原ᅉであれ䜀、ᣊ⦰やኚᙧがもっと㐍行して
いるは䛪なのに

中面


